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（1

○

○

○

○

第２

未来への学

施策

18）社会

○ キャリア

人間関係を

○ 愛知県教

小学校では

めの一歩を

具体的に行

機会を増や

たちが、社

いくことが

に取り組む

○ また、本

りあいち」

ことが求め

○ 企業等で

に理工系の

生徒の興味

あります。

① キャ

  就労

② 学校

職場

③ 産業

  産業

④ 理工

  理系

章 取組の

学びを充実

策体系 

会人・職業

ア教育の目

を築く力や課

教育委員会が

は夢や目標

を踏み出す

行動を起こ

やすこと、

社会的・職

ができるよ

む必要があ

本県は、製

」の伝統を

められていま

での女性の

の分野での

味・関心を

。 

ャリア教育

労アドバイザ

校でのキャ

体験活動・

業教育の充

業教育施設

工系分野で

系分野への関

の方向と施策

実させ、あ

業人として

的は、将来

課題を発見

が発行して

標を見つける

すこと、高等

すこと、特

というよう

業的自立の

うに、小学

ります。 

製造品出荷額

支えるとと

ます。 

の活躍は、愛

女性の活躍

喚起すると

育推進体制

ザーの配置

ャリア教育

・インター

充実 

・設備の整

での女性の

関心の喚起

策の展開 

いちを担

ての自立に

来、社会人・

見・分析し解

ている「キャ

ること、中学

等学校では自

特別支援学校

うに、子ども

のために必要

学校（部）か

額等が全国１

ともに、新し

愛知県の発展

躍が進んでい

とともに、社

制の充実 

置、産業界

育の充実 

ーンシップ等

整備、ものづ

の活躍促進

起 

う人材を育

に向けたキ

・職業人とし

解決する力な

ャリア教育ノ

学校では「な

自分の生き方

校では生きる

もたちの発達

要となる能力

から高等学校

１位を誇るも

しい価値を生

展・成長を支

いない現状が

社会の理解を

・地域と連

等の推進

づくり人材

進 

育成します

キャリア教

して自立して

などの能力を

ノート」では

なりたい自分

方、働き方

る力を育て、

達に合わせて

力や態度を、

校（部）まで

ものづくり県

生み出すこ

支えていく重

があるため、

を促進するた

連携したキ

材の育成 

す 

育の推進 

ていくため

を育むことで

は、キャリア

分」を見つ

を発見し、

、社会との

て設定して

、年齢に応

で、継続的

県です。今

とのできる

重要な鍵と

、理工系分

ため取組を

キャリア教育

めに必要とな

です。 

ア教育の目標

つけ、かなえ

かなえるた

の接点、活躍

ています。子

応じて身に付

的にキャリア

今後も「もの

る人材を育成

となりますが

分野に対する

を推進する必

育の推進 

なる、

標を、

えるた

ために

躍する

子ども

付けて

ア教育

のづく

成する

が、特

る女子

必要が

① キャリ

◎ 各職

○ 知的

○ あい

リア教

○ 産業

画を促

す。（

② 職場体

○ 全校

ノー

○ 全て

取組を

にキャ

○ 普通

ど、イ

○ 「キ

の見学

○ イン

○ 地域

よるキ

を支援

○ 私立

認定に

③ 産業教

◎ 平成

により

産業基

○ 各職

技能を

○ 「あ

いきま

④ 理工系

◎ 産業

野への

施策の

リア教育推進

職業学科に

的障害特別

いち夢はぐ

教育を支援

業界・地域

促進するな

（産業労働部

体験活動・

校でキャリ

ト等の資料

ての中学校

を、第1 学

ャリア教育

通科を中心

インターン

キャリア教

学や中学部

ンターンシ

域の企業等

キャリア教

援します。

立専修学校

についての

教育の充実

成 28 年４

り、民間の活

基盤を支え

職業学科に

を習得させ

あいちさん

ます。（高）

系分野での

業社会にお

の関心を高

の展開

進体制の充実

において、時

支援学校を

ぐくみサポー

援する体制を

域と連携した

など、地域全

部） 

インターン

ア教育の年

料を活用して

校で推進して

学年や第3 学

育を推進しま

心に、比較的

ンシップ等に

教育推進事業

部段階での体

シップに生徒

等と連携して

教育の推進に

（県民生活部

校の専門課程

の周知を図り

実 

４月に開校と

活力やノウ

える将来の高

において、生

せるため、産

んフェスタ」

 

の女性の活躍

おいて、女性

高める取組を

実 

時代のニーズ

を拠点として

ーターの登録

を充実します

たキャリア教

全体でキャリ

ンシップ等の

年間指導計画

て、キャリア

てきた、主に

学年の取組に

ます。（義） 

的取り組みや

に参加する生

業」により、

体験実習を積

徒を派遣して

て、生徒の職

に関する講演

部） 

程修了者に対

ります。（県民

となる「愛知

ウハウも活用

高度熟練技術

生徒にそれぞ

産業教育施設

を継続して

躍促進 

性の活躍する

を行います。

ズを踏まえた

て、「就労ア

録事業所数を

す。（高） 

教育の強化の

リア教育に参

の推進 

画の作成・充

ア教育を一層

に第 2 学年で

に効果的に

やすいジョブ

生徒の増加を

地域の福祉

積極的に進め

ている私立高

職場訪問や職

演会、研修等

対する専門士

民生活部）

知総合工科高

用しつつ、本

術者・技能者

ぞれの専門分

設・設備の計

て実施し、職

る場が広がっ

（高） 

た魅力的な学

ドバイザー」

を拡大し、

のために、

参加するた

充実に努め

層推進します

での５日間

拡充し、中

ブ・シャド

を図ります。

祉施設との

めます。（特

高等学校を支

職場体験を

等を実施し

士の称号付

 

高等学校」

本県のものづ

者を育成しま

分野に関す

計画的な整備

職業学科の

っているこ

学科への改編

」の配置を推

地域と連携

企業のキャ

ための仕組み

めるとともに

す。（義）

間程度の職場

中学校３年間

ウイングの

。（高） 

の連携を図り

特） 

支援します。

を実施したり

したりしてい

付与や、職業

において、

づくりの発展

ます。（高）

する基礎的・

備を図りま

の魅力を広く

ことから、女

編を進めま

推進します。

携して学校の

ャリア教育へ

みづくりを進

に、キャリア

場体験を核と

間を通して系

の取組を広め

り、小学部段

。（県民生活

り、外部講師

いる私立高等

業実践専門課

専攻科の民

展に必要な

 

基本的な技

す。（高）

く県民に発信

女子生徒の理

ます。 

。（特）

のキャ

への参

進めま

ア教育

とした

系統的

めるな

段階で

活部）

師等に

等学校

課程の

民営化

な人材、

技術・

信して

理系分
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（

○

○

○

○

○

第２

未来への学

１９）グロ

○ グローバ

プ・リーダ

専門的な人

○ このため

敗してもあ

バル社会で

ります。 

○ また、本

が見込まれ

ることなど

○ このよう

を持ち、主

理解を深め

や、他国の

○ また、全

るすべての

環境を整え

① 諸外

教育の

児童生

ンピッ

バカロ

② 英語

小学校

シュハ

③ 多文

プレス

語学相

別な入

章 取組の

施策体

学びを充実

ローバル化

バル化が加速

ダーの育成は

人材を育成

め、次代を

あきらめな

で必要とな

本県では、

れることや

どから、子

うに身近な

主体的に生

め尊重する

の人々との理

全国で最も

の子どもが、

えていく必要

外国の異文

の充実 

生徒が海外の

ック・パラリ

ロレア資格取

語を始めと

校英語科導入

ハブ事業の継

文化共生に

スクールの設

相談員・高校

入学者選抜の

の方向と施策

体系 

実させ、愛

化への対応

速する世界

はもとより

していくこ

を担う子ども

ないチャレン

なる力を、幼

今後、様々

や、外国にル

どもたちは

なところでグ

生きていくた

る態度を育ん

理解を深め

も多い外国に

が、本県の県

要がありま

文化や日本

の言語に触れ

リンピック

取得コースの

とした語学

入への対応、

継続、英語教

に向けた教

設置促進、

校の外国人

の実施校の拡

策の展開 

愛知を担う人

応の推進 

界の中で、我

、様々な分

ことが求めら

もたちには、

ンジ精神、英

幼児期から始

々な国際大会

ルーツを持つ

は、日常的に

グローバル化

ためには、我

んでいくとと

めるために必

にルーツをも

県民として、

ます。 

本の伝統・

れる機会の

に向けた高

の設置、グ

学力を高め

、小学校・

教員の海外

教育の充実

日本語学習

生徒教育支

拡大 等 

人材を育成

我が国が今後

分野において

られています

主体性や積

英語を始めと

始まって、発

会やイベン

つ児童生徒が

に異文化に触

化が進む中で

我が国や地域

ともに、異な

必要となる知

もつ人児童生

自らの能力

文化・地理

の拡充、郷土

高校生国際ボ

グローバル人

める教育の

高校におけ

外派遣等研修

実 

習支援基金の

支援員の配置

成します 

後も持続的に

て、グローバ

す。 

積極性、課

とした語学

発達段階に応

ト等を契機

が県内の学校

触れることの

で、子ども

域の伝統・文

なる文化を理

知識を身に付

生徒の教育

力を十分発揮

理・歴史に

土学習等、高

ボランティア

人材育成に取

充実 

けるＡＬＴの

修の充実、私

の活用、日本

置の拡充、外

に発展してい

バル化に対応

題を発見し

力など、こ

応じて育ん

に訪日外国

校に非常に

のできる環境

たちが日本

文化・地理

理解し尊重

付けさせるこ

を充実させ

揮しながら活

についての

高校生の留学

アの養成、高

取り組む学校

の配置、スー

私立中・高等

本語教育適応

外国人生徒等

いくために、

応できる中核

し解決する力

これからのグ

んでいく必要

国人の一層の

に多く在籍し

境にありま

本人としての

理・歴史に対

重する寛容な

ことが重要で

せ、本県で生

活躍できる

の理解を深

学支援、東京

高校における

校の連携 

ーパーイング

等学校への支

応学級担当

等を対象と

、トッ

核的・

力、失

グロー

要があ

の増加

してい

ます。 

の自覚

対する

な態度

です。

生活す

よう、

深める

京オリ

る国際

グリッ

支援 

当教員・

した特

① 諸

 

（小

○

言

○

掲

○

日

地

 

（高等

◎

○

的

◎

け

◎

な

研

◎

 

施策の

諸外国の異

・中・高共

児童生徒

言語に直接

県内に在

掲】（高・義

小・中学校

日本史の授

地理・歴史

等学校の取

我が国と

ます。【再

高校生の

的に受け入

東京オリ

け、高校生

外国の大

な受入れが

研究を進め

グローバ

をつくり、

プレゼンテ

の展開

 

異文化や日本

共通の取組）

徒が、海外派

接触れる機会

在住する海外

義） 

校では、郷土

授業や地域に

史に対する理

取組） 

と関わりの深

再掲】（高）

の海外派遣や

入れ、海外の

ンピック・

生を将来の国

大学への円滑

ができるよう

めます。（高）

バル人材の育

、留学生等も

テーション能

本の伝統・文

 

派遣、海外語

会の拡充に努

外からの留学

土に関する

に関する課題

理解を深め尊

深い近隣アジ

や留学支援の

の文化に接す

パラリンピ

国際大会ボラ

滑な進学と、

う、国際バカ

） 

育成や先進的

も参加する

能力やコミ

文化・地理・

語学研修、海

努めます。【

学生と、県内

る学習や見学

題探究学習な

尊重する態度

ジア諸国な

の事業を一層

する機会を広

ピックや本県

ランティアと

企業等に勤

カロレア資格

的な英語教

る研究発表会

ミュニケーシ

・歴史につい

海外への修学

【再掲】（高

内の児童生徒

学、武道の授

などにより、

度を育成しま

どの文化や

層推進すると

広げます。【

県が誘致して

として養成し

勤める外国人

格の取得を目

育に取り組

会等を通じて

ション能力の

いての理解を

学旅行、姉妹

・義） 

生徒との交流

授業などによ

、我が国や郷

ます。（高、

や言語を学べ

とともに、海

【再掲】（高

ているフッ

します。【再

人技術者・研

目指すコース

組む学校が連

て成果の共有

の伸長を図り

を深める教育

妹校提携等、

流を促進しま

より、高等学

郷土の伝統

義、特、保

べるコースを

海外の高校生

） 

トサル世界大

再掲】（高）

研究者の子等

ス等の設置

連携するため

有を図ると

ります。【再

教育の充実

等、海外の

ます。【再

学校では、

統・文化・

保体） 

を設置し

生を積極

大会に向

 

等の円滑

について

めの組織

ともに、

再掲】（高）



 
② 英語を始めとした語学力を高める教育の充実 

 

（小学校の取組） 

○ すべての小学校でALT、外部講師を活用できるよう、市町村教育委員会や大学等と連

携を図ります。【再掲】 

◎ 小学校の英語科の指導と適切な評価の在り方について研究を進め、県下の小学校にそ

の成果を還元します。【再掲】（義） 

 

（中学校の取組） 

○ ネイティブ・スピーカーとして、外国語教育を担当する外国人教員又は外国語教育を

担当する教員の職務を助ける外国人職員を雇用している私立中学校を支援します。【再

掲】（県民生活部） 

 

（高等学校の取組） 

○ 先進的英語教育の拠点となるハブスクール12 校を指定し、指導方法の研究や地区別

研修を行う「あいちスーパーイングリッシュハブスクール事業」と、すべての英語教

員を対象に、生徒の英語のコミュニケーション能力を向上させる指導技法を身に付け

るための「英語教育指導者研修」を実施します。【再掲】（高） 

○ ビクトリア州との間で行う教員の相互派遣事業と、英語教員をビクトリア州に派遣す

る「英語教員スキルアップ研修」を継続します。【再掲】（高） 

○ 英語教育以外の外国語カリキュラムの開設、ネイティブ・スピーカーの雇用、英語教

員の海外研修への派遣など、外国語教育を推進し、グローバル人材の育成に取り組む

私立高等学校を支援します。【再掲】（県民生活部） 

 
（小・中・高共通の取組） 

○ 「英語教育推進リーダー」を養成し、英語指導に当たる教員の資質向上のための研修

を計画的に進めます。【再掲】（高・義） 

◎ ハブスクール12 校を核として、小・中・高の英語教育に携わる教員の合同研究・研

修等、相互交流を促進し、連続性をもった英語の学びを実現します。【再掲】（高・義）

○ 英語コミュニケーション能力を宿泊生活の中で育成する「イングリッシュキャンプin

あいち」の内容のいっそうの充実を図ります。【再掲】（高・義） 

○ 愛知県公立学校教員採用選考試験において、「英語有資格者特別選考」を継続し、英語

教育の充実のための人材を確保します。【再掲】（教） 

③ 多文化共生に向けた教育の充実 

 

（受入体制整備、地域における支援） 

○ 就学前の子どもを対象としたプレスクールの設置を促進します。【再掲】（県民生活部） 

○ 「日本語学習支援基金」の活用により、外国人学校に対して日本語指導者の雇用に関わる経費

への支援や、日本語学習教材の給付を行います。【再掲】（県民生活部） 

○ 「日本語学習支援基金」を活用した地域の日本語教室への助成や、日本語指導ボランティアの

養成により、地域における日本語学習を支援します。【再掲】（県民生活部） 

 

（小・中学校の取組） 

○ 子どもたちの進路に関する情報の提供など、保護者の就学意識・意欲を高める働きかけを実施

します。【再掲】（義） 

○ 「日本語能力測定方法」を活用し、日本語能力を把握することにより、適切な支援を実施しま

す。【再掲】（義） 

○ 公立小・中学校における日本語教育適応学級担当教員の増員や、語学相談員による生活適応相

談の充実を図ります。【再掲】（義） 

○ 「特別の教育課程」による日本語指導を実施します。【再掲】（義） 

 

（高等学校の取組） 

○ 県立高等学校における外国人生徒教育支援員の配置の拡充を図ります。【再掲】（高） 

○ 外国人生徒等を対象とした特別な入学者選抜の実施校の拡大を図ります。【再掲】（高） 

 

（小・中・高共通の取組） 

○ 多文化共生の視点に立った国際理解教育を推進し、児童生徒の国際感覚や異文化理解の向上を

図ります。（高、義、特） 

○ 愛知県公立学校教員採用選考試験において、外国語（ポルトガル語、スペイン語、中国語）堪

能者特別選考を行います。【再掲】（教） 

○ 管理職や日本語教育適応学級担当教員を対象とした研修を充実します。【再掲】（高、義、特）

◎ 教員養成学部を有する大学に対して、帰国・外国人児童生徒の教育に関する講座の開設に向け

た働きかけを行います。（教） 

 



 

４ 未
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○

○

○

○

○

①

②

第２

未来への学

２０）環境

○ 今日の環

環境保全

の環境教

○ また、近

複雑につ

ことが求

ています

○ とりわけ

回締約国

境意識が

や大学、

○ 学校にお

どの人間

認識し、

あり、Ｅ

面から総

には、県

○ 今後、環

主体が、他

持続可能

を踏まえ

① 環境に

環境学

ける学

② ＥＳＤ

ＥＳＤ

るＥＳ

施策体

章 取組の

学びを充実

境教育・Ｅ

環境問題に

全に対する意

教育を推進す

近年、環境

つながりあい

求められてお

す。 

け、本県にお

会議、平成

が根付くとと

事業者、Ｎ

おいてＥＳ

間性を育むこ

「関わり」「

ＳＤの対象

総合的に取り

県民、学校と

環境学習を

他の主体の

能な社会づく

えて実施する

について学

学習等行動計

学習の推進、

Ｄの推進 

Ｄの視点に立

ＳＤ活動の推

体系 

の方向と施策

実させ、あ

ＥＳＤの推

に適切に対応

意識を高め、

することが必

境問題だけで

い深刻化する

おり、持続可

おいては、平

成 26 年のＥ

ともに、ＥＳ

ＮＰＯなど多

Ｄを進める

こと、また、

「つながり」

象となる様々

り組んでいく

と大学、事業

をより進化さ

の優良取組を

くりに必要な

ることが必要

学ぶ機会の

計画に基づく

私立中学校

立った学習指

推進、私立高

策の展開 

いちを担

推進 

応し、持続可

環境に配慮

必要です。 

でなく、貧困

る中で、これ

可能な開発の

平成17 年

ＥＳＤに関す

ＳＤユネスコ

多様な主体に

るにあたって

他人との関

を尊重でき

々な課題をベ

く必要があり

業者、ＮＰＯ

させるために

を導入するな

な構成概念及

要です。 

の充実 

く環境学習の

校・高等学校

指導、ユネス

高等学校への

う人材を育

可能な社会を

慮し行動する

困、人権、平

れらの課題を

のための教育

年の愛知万博

するユネスコ

コ世界会議開

によるＥＳＤ

ては、人格の

関係性、社会

きる個人を育

ベースにしつ

ります。こう

Ｏなど多様な

には、県民、

などして継続

及び身に付け

の推進、高等

校への支援

スコスクール

の支援 

育成します

を構築するた

ることがで

平和、開発

を各国が相

育（ＥＳＤ

博、平成22

コ世界会議

開催を契機

Ｄの取組の輪

の発達や、

会との関係

育むこと、

つつ、環境

うしたＥＳ

な機関との連

、事業者、

続的・発展的

けるべき能

等学校総合

援 

ル交流会、

す 

ためには、

できる能力を

といった地

互に協力し

）の充実は

2 年の生物多

議を経て、地

機として、ユ

輪が広がり

自律心、判

係性、自然環

という二つ

境、経済、社

Ｄの取組を

連携協働が

ＮＰＯ、行

的に取組を進

能力・態度（

合学科・普通

関係機関と

県民一人一

を身に付ける

地球規模の課

して解決して

は一層重要に

多様性条約第

地域全体に高

ユネスコスク

りつつありま

判断力、責任

環境との関係

つの観点が重

社会、文化の

を効果的に進

が必要です。

行政、学校等

進めるとと

（ＥＳＤの視

通科コース等

との連携など

一人の

るため

課題が

ていく

になっ

第10

高い環

クール

ます。

任感な

係性を

重要で

の各側

進める

 

等の各

もに、

視点）

等にお

どによ

① 環境

○ 

幼稚

民、

を推

○ 幼

然体

○ 小

活用

○ 高

学習

○ 自

地域

す。

○ 講

しま

 

② Ｅ

○ 

○ 

の向

の

○ 

しま

○ 中

会

バル

○ 第

持続

 

施策の

境について

「愛知県環

稚園・保育

、事業者、

推進します

幼稚園や小

体験学習を

小・中学校

用し、気候

高等学校や

習を推進し

自然科学や

域をとりま

。（高、特、

講演会や体

ます。（県民

ＳＤの推進

ＥＳＤの視

「ユネスコ

向上を図る

ＥＳＤの普

ＥＳＤに関

ます。（県民

中部ＥＳＤ

・県内ユネ

ルな人材を

第４次愛知

続可能な未

の展開

 

て学ぶ機会の

環境学習等行

育所・認定子

ＮＰＯ、行

す。（環境部）

小・中学校、

を推進します

校、特別支援

候変動、資源

や特別支援学

します。（高、

や環境に関す

まく環境問題

環境部）

体験活動等に

民生活部）

進 

視点に立った

スクール交

るとともに、

普及・啓発を

関する教員研

民生活部）

拠点（大学

ネスコスクー

を育成します

知県環境基本

未来のあいち

の充実 

行動計画」に

子ども園から

行政、学校等

） 

特別支援学

す。（義、特、

援学校では、

源循環などに

学校高等部で

特、環境部

する高等学校

題の解決に必

による環境教

た学習指導や

交流会」など

活動事例集

を図ります。

研修、ユネス

学、企業、Ｎ

ールが連携す

す。（生） 

本計画に基づ

ちの担い手「

に基づき、家

ら大学に至る

等のそれぞれ

学校では、環

、環境部）

環境に関す

に関する学習

では、再生可

部） 

校の総合学科

必要な知識や

教育を実施し

や教員研修の

どにより、各

集などを活用

（生） 

スコスクール

ＮＧＯ、ＮＰ

することで、

づき、ＥＳＤ

「人づくり」

家庭・地域

るまで様々な

れの主体が連

環境学習施設

 

する出前授業

習を推進しま

可能エネルギ

科の系列や普

や行動力を身

している私立

の充実を図り

各学校のＥＳ

用し、ユネス

ルに加盟して

ＰＯなどによ

持続可能な

Ｄユネスコ世

を推進しま

・職場等か

な「学校等

連携・協働

設、里山、

業や環境学

ます。（義、

ギーや自然

普通科コー

身に付ける

立中学校・

ります。（高

ＳＤ活動の

スコスクー

ている私立

よる協議会

な社会づく

世界会議の成

ます。（環境

らなる「社

」において

して、環境

里海などで

習副読本な

特、環境部

科学等に関

ス等を中心

学習を推進

高等学校を

高、義、特）

一層の促進

ル以外の学

高等学校を

）と県教育

りを担うグ

成果を踏まえ

境部） 

社会」、

て、県

境学習

で、自

などを

部） 

関する

心に、

進しま

を支援

） 

進、質

学校へ

を支援

育委員

グロー

えて、



 

４ 未
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○

○

○

○

第２

未来への学

施策

2１）「オ

○ 2020

ツの祭典で

感じること

○ アスリー

い全力でプ

努力するこ

す。 

○ また、オ

て人々が友

いを認め合

○ スポーツ

して子ども

和でより良

オリンピッ

築すること

① オリ

  学校

② オリ

  国際

章 取組の

学びを充実

策体系 

オリンピッ

年に開催さ

であり、ト

とのできる絶

ートが生み

プレーする

ことの尊さ

オリンピッ

友好を深め

合い、支え合

ツには、こ

もたちの心

良い世界の

ック・パラ

とを目指す

リンピック

校におけるオ

リンピック

際理解教育の

の方向と施策

実させ、あ

ク・パラ

される東京オ

ップアスリ

絶好の機会

み出す興奮と

姿からは、

、ルールを

ク・パラリ

る場でもあ

合い、とも

れからの世

身の向上を

実現に貢献

リンピック

というオリ

ク・パラリ

オリンピッ

ク・パラリ

の推進、ス

策の展開 

いちを担

リンピック

オリンピック

リートの最高

会です。 

と感動は、子

勝ち負けを

を重んじるこ

リンピックは

あります。様

もに生きるこ

世界を担う子

を図るととも

献することの

クを通じて、

ンピック・

ンピック

ック・パラ

ンピック

スポーツや運

う人材を育

ク教育」の

ク・パラリン

高の技や、競

子どもたちに

を超えて、チ

ことやフェア

は国や地域、

様々な人々と

ことの重要性

子どもたちを

もに、文化、

のできる人材

人々が自己

パラリンピ

そのもの

リンピック

を通じた

運動への興

育成します

の推進 

ンピック競技

競技に臨む緊

に大きな夢や

チャレンジす

アプレーの大

言語や文化

との交流は、

性に気付く契

を育てる力が

国籍など様

材を育成する

己の在り方を

ピック教育を

についての

ク教育の実

学びの推進

興味関心の

す 

技大会は、世

緊張感、本

や希望を与

することや

大切さを学

化、障害の

、子どもた

契機となりま

があります

様々な違い

ることが望

を高め、よ

を推進する必

の学びの充

実施 

進 

の一層の喚起

世界最大のス

本物の迫力を

与えます。競

や目標に向か

学ぶことがで

の有無などを

たちが、互い

ます。 

す。スポーツ

いを乗り越え

望まれていま

より良い社会

必要がありま

充実 

起 

スポー

を肌で

競い合

かって

できま

を越え

いの違

ツを通

え、平

ます。

会を構

ます。

① オリ

◎ 学

教科

ンピ

◎ 幼

ク・

 

② オリ

◎ オ

習等

◎ お

高校

○ オ

徒の

す。

○ 児

を持

て取

○ 愛

ンピ

供し

○ 東

す。

競技

のス

施策の

リンピック・

学習指導要領

科・科目にお

ピック精神等

幼児教育にお

パラリンピ

リンピック・

オリンピック

等の国際理解

おもてなしの

校生を将来の

オリンピック

のスポーツや

（義） 

児童生徒を始

持つ機会とも

取り組みます

愛知県生涯学

ピックに関す

します。（生

東京オリンピ

また、本県

技の日本代表

スポーツ人材

の展開

 

・パラリンピ

領の改訂状況

おいて、オリ

等に関する知

おいても、幼

ピックに関す

・パラリンピ

ク・パラリン

解教育を推進

の心やボラン

の国際ボラン

ク選手などの

や運動に対す

始めとした地

もなる事前合

す。（振興部

学習情報シス

する講座・イ

生） 

ピックに愛知

県のスポーツ

表レベルにあ

材育成事業を

ピックそのも

況も踏まえつ

リンピック

知識や選手の

幼児の発達段

する取組の実

ピックを通

ンピックを題

進します。（

ンティア精神

ンティアと

のトップアス

する興味関心

地域の人々が

合宿の誘致を

部） 

ステム「学び

イベント等の

知県ゆかりの

ツ推進を支え

ある強化指定

を実施します

ものについ

つつ、総合

・パラリン

の体験・エピ

段階に配慮

実施を周知

じた学びの

題材にした

（高、義） 

神を大会の

して養成す

スリートと

心を高め、

が、アスリ

を、県内市

びネットあ

の情報の増

の選手を多

える好循環

定選手を対

す。（保） 

いての学びの

合的な学習の

ンピックにつ

ピソード等

慮しつつ、可

知します。（義

の推進 

た、諸外国の

の遺産として

する取組を実

と一緒に運動

体力の向上

ートや競技

市町村や競技

あいち」では

増加を図り、

多数輩出し、

環を創出する

対象にした競

の充実 

の時間を始め

ついての学習

等）を実施し

可能な範囲で

義） 

の歴史・文化

て生徒に根付

実施します。

動に親しむこ

上を図る取組

技をより身近

技団体等の関

は、オリンピ

広く県民に

県民の一体

るため、オリ

競技力強化事

めとした幅広

習（歴史、オ

ます。（高、

でのオリンピ

化や外国語の

付かせるため

（高） 

ことで、児童

組を充実させ

近に感じ、関

関係者と連携

ピック・パラ

に学習情報を

体感を醸成し

リンピック実

事業及び次世

広い

オリ

義、

ピッ

の学

め、

童生

せま

関心

携し

ラリ

を提

しま

実施

世代
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③

 

④

 

⑤

 

第２

未来への学

施策体

2２）伝統

○ 国際社会

には、日本

歴史の中で

に継承して

が求められ

○ 本県には

祭礼や民俗

運を醸成し

○ また、本

人を惹きつ

開催や、愛

文化芸術を

られます。

○ そのため

る人づくり

必要です。

① 伝統文

 民俗芸能

② 伝統文

 山車文化

地域の活

③ 芸術創

 あいちト

④ 文化芸

 子どもの

⑤ 県民、

 芸術系大

章 取組の

学びを充実

系 

統文化・文

会の中で、

本の伝統文

で生み出さ

ていくとと

れます。 

は、歴史的

俗芸能が伝

していく活動

本県が、世

つける魅力

愛知芸術文

を創造・発

。 

めには、「文

りや、多様

。 

文化や文化

能大会や伝統

文化・文化

化の魅力発信

活性化（日本

創造・発信

トリエンナー

芸術の担い

の文化芸術体

ＮＰＯ，

大学との連携

の方向と施策

実させ、あ

文化財の継

自らが日本

文化への理解

れ、育まれ

もに、その

的価値の高い

伝承されてお

動も必要で

世界的な都市

やその発信

文化センター

発信し、本県

文化芸術創造

様な個性・価

財に親し

統文化出張講

財の保存

信、清洲貝殻

本遺産） 

信機能の強化

ーレの開催、

手・支え手

体験の機会

ボランテ

携の強化、文

策の展開 

いちを担

継承と新た

本人であるこ

解を深め、尊

れ、今日まで

の魅力が県内

い文化財が数

おり、その魅

です。 

市間競争の中

信が不可欠で

ーを拠点とし

県発の世界的

造あいちづく

価値を実現す

む機会の充

講座の開催

・継承・魅

殻山貝塚資料

化 

、「第31 回

手づくり 

の提供、高

ィア、企業

文化活動団

う人材を育

たな文化の

ことを誇りに

尊重する態度

で守り伝えら

内外に伝わる

数多く存在す

魅力を広く県

中で存在感を

であり、国際

した芸術創造

的な交流・創

くり推進方針

する文化芸術

充実 

催、地域の文

魅力発信 

料館の拡充

回国民文化祭

高校生や若手

業等が協働

団体等への支

育成します

の創造 

に思いなが

度を育むこ

られてきた文

るよう公開

するととも

県民に発信

を発揮して

際芸術祭「

造機能を強化

創造の展開

針」に基づ

術の場づく

文化を学ぶ体

充整備、文化

祭・あいち

手芸術家の活

働した多様

支援の充実 

す 

ら主体的に

とが大切で

文化財の保

・活用を推

に、地域に

し、伝統文

いくために

あいちトリ

化すること

を目指して

づき、文化芸

りに取り組

体験学習の推

化財群のパッ

２０１６」

活動発表の場

様な交流・

に生きていく

です。日本の

保存を図り、

推進していく

に根ざした様

文化を尊重す

には、国内外

リエンナーレ

とにより、新

ていくことが

芸術を担い、

組んでいくこ

推進 

ッケージ化に

の開催 

場の提供 

・創造の実

くため

の長い

次代

くこと

様々な

する気

外から

レ」の

新たな

が求め

支え

ことが

による

実現 

①

②

③

④

⑤

施

① 伝統文

○ 民俗芸

存・継承

○ 小・中

とを通じ

（義） 

② 伝統文

○ 県内全

するとと

○ 東海

資料館に

◎ 県内

ストーリ

国内外に

③ 芸術創

○ 国際

ターに

◎「第3

ともに

○ 愛知

ます。

④ 文化芸

○ アー

発表の

○ 愛知

より、

○ 愛知

を提供

○ 学校

 

⑤ 県民、

○ 地元

に対応

○ 県内

的・自

○ 愛知

活動発

施策の展開

化や文化財

芸能保存団体

承への意欲や

中学校におい

じて、自分の

化・文化財

全ての山車ま

ともに、山車

海地方を代表

について、地

に点在する

リーの下にパ

に向けて戦略

造・発信機

際芸術祭「あ

おいて、質の

1 回国民文

、文化活動

芸術文化セ

（県民生活部

術の担い手

トフェスタ

場を提供し

芸術文化セ

子どもが文

県立芸術大

する「アー

における伝

ＮＰＯ、ボ

元の芸術系大

した演奏会

を拠点に活

発的な文化

芸術文化セ

表の場とし

開

 

財に親しむ機

体による民俗

や、県民の民

いて、地域の

の暮らしてい

財の保存・継

まつりを対象

車文化の気運

表する弥生時

地域のにぎわ

る様々な文化

パッケージ化

略的にその魅

機能の強化

あいちトリエ

の高い発信

文化祭・あい

動への参加の

センターの施

部） 

手・支え手づ

タ（愛知県高

し、文化芸術

センター及び

文化芸術を体

大学における

ツ・チャレ

伝統文化の継

ボランティア

大学との連携

会、講演会、

活動している

化活動を支援

センター及び

して活用し、

機会の充実 

俗芸能大会

民俗芸能へ

の図書館、美

いる地域の文

継承・魅力発

象としたネ

運の高揚を

時代の集落遺

わいを創出

化財群を、地

化します。そ

魅力を発信

エンナーレ」

信力のある舞

いち2016」

の意欲を喚起

施設設備全般

づくり 

高等学校総合

術への関心を

び県陶磁美術

体験する機会

る教育研究の

ンジ」の開催

継承や、芸術

ア、企業等が

携を強化し、

美術展の開

る文化活動団

援します。（

び県陶磁美術

文化芸術に

会や伝統文化

への興味・関

美術館、博

文化に対する

発信 

ネットワーク

を図ります。

遺跡である

出する施設と

地域に受け継

そして、地域

信し、地域の

」を継続して

舞台芸術公演

」を開催し

起します。（

般の老朽化

合文化祭）の

を高め、豊か

術館での子

会を提供しま

の充実を図る

催等を通じ

術振興の取組

が協働した多

、大学の研究

開催等に取り

団体、及び地

（生・県民生

術館のホール

に関わる多様

化出張講座の

関心を高めま

博物館等を活

る子どもた

クを通じて、

（文） 

「朝日遺跡

となるよう、

継がれてい

域が主体とな

の活性化を図

て開催する

演や美術展等

し、地域の文

（県民生活部

に対応する

の開催によ

かな創造性の

ども向け参

ます。（県民

るとともに

じて、新進芸術

組を進めます

多様な交流

究成果の社

り組みます。

地域の文化

生活部） 

ルやギャラ

様な交流・創

の開催を通じ

ます。（文）

活用した体験

たちの理解を

愛知の山車

跡」を紹介す

拡充整備を

いる伝承、風

なって総合

図ります。（

るとともに、

等を開催しま

文化に親しむ

部） 

るため、計画

より、高校生

の育成を図

参加型プログ

民生活部）

に、若手芸術

芸術家の育成

す。（高・義

・創造の実

社会還元の促

。（県民生活

化振興に資す

ラリーを、文

創造を進めま

じて、保存団

 

験的な学習を

を深めます。

車文化の魅力

する清洲貝殻

を進めます。

風習などを踏

合的に整備・

（文） 

愛知芸術文

ます。（県民

む機会を提供

画的な改修を

生に文化芸術

図ります。（生

グラムの実施

術家の活動発

成を支援しま

義） 

実現 

促進や、県民

活部） 

する団体によ

文化芸術団体

ます。（県民

団体の保

を行うこ

【再掲】

力を発信

殻山貝塚

。（文） 

踏まえた

活用し、

文化セン

民生活部）

供すると

を実施し

術活動の

生） 

施などに

発表の場

ます。（県

民ニーズ

よる自主

体などの

民生活部）



 

４ 未

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2

○

 

○

○

○

第２

未来への学

施策

2３）生涯

○ 私たちは

学び続ける

た人生を送

 また、学

が希薄にな

れます。 

○ 読書は、

で培った教

には、子ど

○ スポーツ

と「からだ

よる経済効

です。 

○ 私たちが

るためには

① 生涯

  公民

② 読書

  本に

③ スポ

  スポ

④ 男女

  男女

章 取組の

学びを充実

策体系 

涯学習・ス

は、ライフ

るとともに

送ることがで

学習の過程

なっている

、生涯にわ

教養は、人

どもの頃に読

ツは、人々に

だ」の健全

効果など、

が自己を高

は、生涯学習

涯にわたっ

民館活動の支

書に親しむ

に親しむ機会

ポーツに参

ポーツ教室等

女共同参画

女共同参画に

の方向と施策

実させ、あ

スポーツの

ステージや

、学んだ成

できます。

程や、学習成

現代におい

わたる学習の

人生を、より

読書の楽し

に大きな感

全な発達を促

明るく豊か

高め、生きが

習やスポー

って学ぶ環

支援、生涯

む態度の育

会の充実、

参加する機

等の開催、

画の推進 

に係る学習

策の展開 

いちを担

の推進 

や置かれた状

成果を様々な

 

成果を生かす

いて、地域の

の基盤となる

り味わい深い

しさを知り、

感動や楽しみ

促します。ま

かで活力に満

がいのある人

ーツを一層推

環境の充実

涯学習情報の

育成 

学校図書館

機会の充実

スポーツ大

習機会の提供

う人材を育

状況に応じて

な場面で生か

す際に生まれ

の絆づくりや

るものであり

いものにしま

読書を好き

み、活力をも

また、地域の

満ちた社会を

人生を過ごし

推進する必要

実 

の提供 

館の充実 

実 

大会の招致

供、ワーク

育成します

て、生涯にわ

かしていく

れる人々との

や活性化につ

り、読書に

ます。本を読

きになること

もたらすとと

の活性化や、

を築くため

し、うるお

要があります

致・育成 

ク・ライフ

す 

わたって自

ことで、よ

の交流は、

つながるも

よって磨か

読む習慣を

とが重要です

ともに、私た

、スポーツ

に欠くこと

いのある地

す。 

・バランス

自発的・主体

より豊かで充

地域のつな

ものとして期

かれた感性や

を身に付ける

す。 

たちの「こ

ツ産業の広が

とのできない

地域づくりを

スの普及推

体的に

充実し

ながり

期待さ

や読書

るため

ころ」

がりに

いもの

を進め

推進

①

②

③

④

① 生涯にわ

○ 地域住

館の活動

○ 親が、

の学び」

○ 生涯学

を図るな

○ 地域社

の学校施

② 読書に親

○ 市町村

リーフ

○ 幼稚園

書活動な

○ 図書の

る学校図

 

③ スポー

○ 県・市

やスポ

○ スポ

と希望

す。（振

④ 男女共

○ 愛知県

座を開催

○ ワー

調和行動

部） 

施策の展

わたって学

住民の学習

動を支援し

、子育てな

」学習プログ

学習情報シ

など、県民

社会におけ

施設の開放

親しむ態度

村における

レットの配

園、保育所

など、幼児

の整備・充

図書館づく

ツに参加す

市町村や各

ーツイベン

ーツ大会の

を育むため

振興部） 

同参画の推

県女性総合

催するなど

ク・ライフ

動計画」に

展開

 

学ぶ環境の充

習を保障する

します。（生）

などの家庭に

グラムを活用

システム「学

民への生涯学

ける生涯学習

放を積極的に

度の育成 

る乳幼児検診

配布など、読

所等での絵本

児児童生徒が

充実、公立図

りを推進し

する機会の充

各競技団体が

ントを開催す

の持つ情報発

め、全国・世

推進 
合センター（

ど、男女共同

フ・バランス

に基づく取組

充実 

る拠点である

） 

における課題

用した講座

学びネットあ

学習に関する

習の振興のた

に行っている

診の機会など

読み聞かせの

本の読み聞か

が進んで本に

図書館との連

します。（生、

充実 

が連携し、親

するなど、成

発信力や集客

世界に打ち出

（ウィルあい

同参画に関す

ス推進キャン

組を、労働団

るとともに、

題に主体的に

座を開設し、親

あいち」につ

る情報の提供

ため、公開講

る私立高等学

どを通じて、

の意義や重要

かせや、一斉

に親しむこと

連携などによ

、高、義、

親子や家族が

成人のスポー

客力により、

出せるスポー

いち）を拠点

する学習機会

ンペーンを実

団体、経済団

地域づくり

に対応できる

親としての

ついて、学習

供を積極的に

講座の開催や

学校を支援

ブックスタ

要性を伝える

斉読書、読書

とができる機

より、幼児児

特） 

が共に参加す

ーツ参加機会

地域の活性

ーツ大会の招

点に、男女共

会の提供を行

実施すると

団体等と連

り・人づく

るように、地

の学びと育ち

習情報の情報

に行ってい

や図書館・パ

します。（県

タート事業の

る事業の推進

書集会、読書

機会を充実

児童生徒が通

することがで

会の拡充を

性化を図る

招致・育成を

共同参画社会

行います。

とともに、「あ

連携して実施

りの拠点と

地域や学校

ちを支援しま

報提供機関

きます。（生

パソコンル

県民生活部）

の実施や絵

進を図りま

書週間等に

実します。高

通いたくな

できるスポ

図ります。

とともに、

を積極的に

会の実現に

（県民生活部

あいち仕事

施します。（産

となる公民

校等で「親

ます。（生）

関数の増加

生） 

ルームなど

） 

絵本の紹介

ます。（生）

における読

高、義） 

なる魅力あ

ポーツ教室

（保） 

県民の夢

に推進しま

に向けた講

部） 

と生活の

（産業労働


